
力学 2（工）（1 回目） 

 1 回目-1

第１回 力学１の確認と力学２の概要：テキスト第 1，2，4～8，17，18，20，23 章 
 

1. 今回の授業の目的 

 今回は，力学 1 と力学 2 の関連をおおまかに確認する。また，力学 1 で扱った項目の中からいくつか重

要事項を演習形式で復習する。 

 
2. はじめに 

力学 1 で学習した項目を理解していることを前提に，力学 2 の内容は構成されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 各種の力の法則と力学の 3 法則から物体の運動を理解するという理論体系をニュートン力学という。

力学 1，力学 2，力学 3 と続く科目はニュートン力学の基礎事項を扱う科目であり，「構造力学」，「工業

力学」，「機械力学」，「流体力学」など「○○力学」のような名称の専門科目を学習するための前提知識と

なる。また，例えば「電磁気学」において，力学 2 で扱うエネルギーは必須の前提知識である。ニュー

トン力学は現代工業文明を支える基礎を成すので，十分学習する必要がある。 

 
3. 授業の進行：以下の問題に取り組み，力学１の完全な理解を目指そう！ 
 
【注意】ベクトルや微分積分の記号を正しく使って答案を作ること。 
 
(1) 確認１：テキスト第 1 章の問題演習 1 から問題 1-4（5）に取り組む。 

(2) 確認２：テキスト第 1 章の問題演習 1 から問題 1-8 に取り組む。 

(3) 確認３：テキスト第 2 章の問題演習 2 から問題 2-7（1）に取り組む。 

 ①重力とつり合うように，張力 ， を作図する ②力のつり合い式を立て，張力の強さを求める。 

(4) 確認４ テキスト第 4 章の問題演習 4 の問題 4-3 (3)(4) に取り組む。 

(5) 確認５ テキスト第 7 章の問題演習 7 の問題 7-8 に取り組む。 

 積分定数を用いて答案を書くこと。 

 自信がある者は，初期条件の値や符号を問題とは違う値に変えて答えよ。 

力学１≪学習到達目標≫ 

１）力の合成・分解をベクトルを使って説明

できる。  

２）基本的な力の法則（重力，ばねの力，摩

擦力）の法則を説明できる。  

３）速度，加速度の定義を説明できる。 

  （微分・不定積分）  

４）力学の３つの基本法則を説明できる。 

（工学系科目すべての基礎）  

５）放物運動の運動方程式を解き，その運動

を説明できる。 

（べき関数の微分積分・ グラフ）  

力学２≪学習到達目標≫ 

１）仕事の定義を説明できる。 

  （ベクトルの内積，定積分） 

２）力学的エネルギー保存則を説明できる。

（運動方程式から導かれる） 

３）単振動の運動方程式を解き，その運動を

説明できる。 

  （三角関数の微分積分・グラフ）  

４）円運動と，慣性力としての遠心力を説明

できる。（運動方程式と力） 

５）力のモーメントの定義を説明できる。 

（力の性質） 


